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八
L
f

･
南
入
沢
交
通
安
全
協
会
)に
催
(L
月

4'卜
‖
)

灸
過
食
合
･枚
農
地
後
塵
祈
願

柴燈大護摩供道場に向かうお導師様

交通安全の願いを込めてなで木を投入

高
尾
山
内
八
十
人
大
師
巡
拝
の
ご
案
内

多
く
の
方
が
参
拝
で
き
ま
す
よ
う
以
下
の
よ
う
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
け
､
途
中
(山
上
十

1
丁
目
茶
屋
前
第
十
七
番
札
所
)
で
合
流
し
､
い

っ
し
ょ
に
巡
拝
い
た
し
ま
す
｡

A
､従
来
通
り
､不
動
院
か
ら
歩
く
｡

B
､
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
す
る
｡

(蛇
滝
周
辺
の
お
大
師
様
は
巡
拝
で
き
ま
せ
ん
｡)

※

ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
す
る
場
合
､代
金
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
｡

日

時

十
月
十

一
日
(火
)

行

程

山
麓
不
動
院
↓
蛇
滝
コ
ー
ス
↓
蛇
滝
↓
仏
舎
利
塔
法
楽

1
本
堂
(護
摩
修
行
)l
坊
入
(昼
食
)1
下
山
(
l
雪
路
)

↓
不
動
院
着
(法
楽
)↓
解
散

参

加

費

五
千
円
(昼
食
代
､保
険
料
含
む
)

集
合
場
所

山
麓
不
動
院
(八
時
半
集
合
)

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
､住
所
､氏
名
､生
年
月
日
､性
別
､

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
｡

締
め
切
り

九
月
三
十
日
(金
)

〒

一
九
三
-
八
六
八
六

大
本
山
高
尾
山
薬
王
院

八
十
八
大
師
係

･rH;.
た
ま
わ

*
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は

承

り

か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
｡

*
申
し
込
み
締
め
切
り
後
､
請
け
書
(行
程
表

･
持
ち
物
等
)
を
お

送
り
致
し
ま
す
｡
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茅
有
司
高
尾
ふ
縁
故
峰
や
修
行
倉

八
月
二
十
日
(上
)～
二
十
一日
(日
)

延寿院住職･伊佐栄豊先生の法話

一心に写経をする修行者祈祷殿広場にて柴燈大護摩供を厳修

第

四
十
九

回
智
山
保
育
大
会

七
月
二
十
｣ハ
日
～
二
十
七
日
､第
四
十
九
回
智
山
保
育
大
会
が
'高
尾

山
に
て
､
百
名
程
の
保
育
士
の
方
々
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
｡

初
日
は
､
開
会
式
､
当
山
菅
谷
秀
文
執
事
長
の
挨
拶
の
後
'
古
宇
田
亮

順
先
生
の
講
演
､
懇
親
会
が
行
わ
れ
､
翌
二
十
七
日
は
､
早
朝
五
時
に
起

床
し
て
､
五
時
半
よ
り
朝
の
勤
行
並
び
に
大
護
摩
供
に
出
ら
れ
､
朝
食
の

後
､
堀
江
承
豊
法
務
部
長
に
よ
る
写
経
､
戸
田
令
定
修
験
課
長
に
よ
る
法

話
が
行
わ
れ
る
等
'充
実
し
た
二
日
間
の
研
修
と
な
っ
た
｡

第49回智山保育大会の開会式


